
自宅で最期まで療養することについて、多くの者が「実現困難である」と回答しており（般  

66％，医52％，看48％，介56％）、「実現可能」と回答した者は比較的少ない（般8％．医29％，  

看34％，介21％）。  

問 自宅で最期まで療養できるとお考えになりますか。（○は1つ）   

問の番号 一般4－1，2 医師8－1，2 看護8－1，2 介護8－1 ，2  

28．8  51．6  17．1  2．6   

トE・  

還H15  

34．1  47．5  16．0  2．5   

諾H15  

21．2  55．7  21．0  2．1   

‡糾 H15  

20％  40％  60％  80％  

口実現可能である団実現困難である昌わからない田無回答  

40   



自宅で最期まで療養するのは「実現困難である」と回答した具体的な理由としては、「介護  

してくれる家族に負担がかかる」（般78％．医699も、看77％、介74％）が最も多く、次いで  

「病状が急変したときが不安である」（般57％，医54％，看53％，介65％）が多い。  

（「自宅で最期まで療養することは実現困難である」と回答した者に対する質問）  

問 実現できないとお考えになる具体的な理由はどんなことでしょうか。お考えに近   

いものをお選びください。（○はいくつでも）   

問の番号 一般4－2補間 医師8－2補間 看護8－2楠問 介護8－2補間  

41   



42   



43   



44   



自分の患者（または家族）が痛みを伴う末期状態（死期が6ケ月程度よりも短い期間）の  

患者になった場合に薦める療養の場所については、おおむね「自宅で療養して、必要にな  

れば緩和ケア病棟へ入院させたい」（般27％、医33％、看48％、介25％）が最も多く、  

「自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関へ入院させたい」（般22％、医33％、  

看20％、介12％）、「なるべく早く緩和ケア病棟へ入院させたい」（般23％、医13％、看  

13％、介2（；％）が多くなっている。  

問 あなたが担当している患者・入所者（あなたの家族）が痛みを伴い、しかも治る   

見込みがなく死期が迫っている（6カ月程度あるいはそれより短い期間を想定）場   

合、療養生活はどこを薦めますか。（○は1つ）  

問の番号  一般6 医師8－1 看護8－1 介護8－1  

20％  40％  60％  80％  100％  

ロなるべく早く今まで通った（今、入っている）医療機関に入院させたい   

国なるべく早く緩和ケア病棟（終末期における症状を和らげることを目的と   
した病棟）に入院させたい  
臼自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院させたい   

皿自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院させたい   

ロ自宅で最後まで療養させたい   

ロ専門的医療機関（がんセンターなど）で積極的に治療をさせたい   

田老人ホームに入所させたい   

国その他   

Bわからない   

■無回答  

45   



自分が高齢となって、脳血管障害や痴呆等によって日常生活が困難となり、さらに、治る  

見込みのない疾患に侵された場合、一般国民は、病院、次いで老人ホーム、自宅で療養を  

することを希望している（各々38％、25％、23％）。また、医師は、自宅、次いで介護療  

養型医療施設又は長期療養を目的とした病院で療養することを希望しており（各々49％、  

23％）、看護職員も自宅、次いで介護療養型医療施設又は長期療養を目的とした病院で療養  

することを希望している（各々41％、27％）。介護施設職員は自宅、次いで介護老人福祉  

施設（特別養護老人ホーム）で療養することを希望している（各々38％、26％）  

問 あなた自身が高齢となり、脳血管障害や痴呆等によって日常生活が困難となり、さらに、   

治る見込みのない疾病に侵されたと診断された場合、どこで最期まで療養したいですか。  

（○は1つ）  問の番号 一般9 医師12 看護12 介護12  

一 ■ －  2．1  ∠J．サ  

還H15  

41．2  2．1  27．3  

H15  

38．0  18．。1．8  26．1  3．4 9．3   

鶴叫 芸H15  ＼l   ：づ 
子く、J ニヽJ・くi  

20％  40％  60％  

□自宅  

団一般の急性期病院  

日介護療養型医療施設、又は長期療養を目的とした病院  

町介護老人保健施設  

口介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

口その他  

囲わからない  

劇無回答  

46   



高齢になった場合の終末期を自宅で療養したいと回答した者は、その理由として「住み慣  

れた場所で最期を迎えたい」（般62％、医66％、看65％、介70％）、「最期まで好きなよう  

に過ごしたい」（般47％、医57％、看66％、介61％）、「家族との時間を多くしたい」（般  

43％、医55％、看58％、介56％）をあげる者が多い。  

（自分が高齢となって治る見込みのない疾病に侵された場合、自宅で最期まで療養したい  

と回答した者に対する質問）  

問 なぜ、自宅で最期まで療養したいと思いますか。 （○はいくつでも）  

問の番号 一般9楠問1 医師12補間1 看護12補間1 介護12補間1  

62．4  

66．4  
H ！  
】  

」≠でぎ・．≡、山ラ：芸｝；1丁；ノ巧茫葦練．亡ラ二ニ ヽ「L緩  

69．7  

1  1  l  i 1  

47   



48   



49   



高齢になった場合の終末期を自宅以外で療養したいと回答した理由としては、「自宅では家  

族の介護などの負担が大きいから」が最も多く（般84％）、次いで「自宅では緊急時に家族  

へ迷惑をかけるかもしれないから」（般46％）が多い。  

（自宅以外の場所で最期まで療養したいと回答した者に対する質問）  

問 あなたはなぜ、自宅以外の場所で最期まで療養したいと思ったのですか。  

（○はいくつでも／一般）（○は1つ／医師・看護・介護）  

問の番号  一般9補間2 医師12補間2 看護12補間2 介護12補間2  

50   



ト‡≡・  

還 H15  

粗珂     描H15 b  

相可      H15  

20％  40％  60％  80％  100％  

ロ自宅では家族の介護などの負担が大きいから   

団自宅では、かかりつけ医など最期を看取ってくれる人がいないため   

匡自宅で最期を迎えるのは、一般的ではないため   

皿自宅で最期を迎えるのは、経済的に負担が大きいから   

口自宅では、最期に痛み等に苦しむかもしれないから   

ロ自宅では、緊急時に家族へ迷惑をかけるかもしれないから   

囚自宅での療養について、家族が希望しないから   

覇それまでかかっていた病院（施設）の医師、看護師、介護職員などのもとで最   
期までみてほしいから  
国わからない   

■無回答  

51   



自分の患者（または家族）が高齢になって、脳血管障害や痴呆等によって日常生活が困難  

となり、さらに治る見込みのない状態になった場合の療養の場所としては、一般国民は、  

病院、次いで自宅、老人ホームを希望している（各々41％、27％、17％）。また、医師は介  

護療養型医療施設又は長期療養を目的とした病院、次いで、自宅で療養することを希望し  

ており（各々34％、29％）、看護職員も介護療養型医療施設又は長期療養を目的とした病院、  

次いで、自宅で療養することを希望している（各々38％、23％）。介護施設職員は介護老人  

福祉施設（特別養護老人ホーム）、次いで、介護療養型医療施設又は長期療養を目的とした  

病院で療養することを希望している（各々34％、26％）。  

問 あなたの患者・入所者（家族）が高齢となり、脳血管障害や痴呆等によって日常生活   

が困難となり、さらに、治る見込みのない状態になった場合、どこで最期まで療養した   

いですか。（○は1つ）   問の番号 一般10 医師13 看護13 介護13  

29．1  3．1  34．4  5．0 8．1  
トt≡－  

還H15  
ll…ll巨 

陽  

23．2  2．0  37．6  3．210．2  9．7  12．6   

漂H15  

12．7   3．0  26，2  1．3  33．8  10．4 11．2   

H15  

0％  20％  40％  60％  80％  

ロ自宅  
国一般病院  

臼介護療養型医療施設、又は長期療養を目的とした病院  

皿介護老人保健施設  
□介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

□その他  

囲わからない  

顎無回答  

52 山   



＜（9）癌痔痛治療法とその説明＞  

「WHO方式癌痺痛治療法」について「内容をよく知っている」「内容をある程度知ってい  

る」医師、看護職員は、前回調査時点と比べて減少しており（医43％（46％）、看20％（22％）、  

介8％）、介護施設職員では、「（あることも）知らない」者が69％を占める。   

あなたは世界保健機関（WHO）が作成した「WHO方式癌痔痛治療法」をご存じで  

すか。（○は1つ）  

問の番号 医師9－1 看護9－1 介護9－1  

27．9   30．4  15．3   23．5  2．9  

21．5   6・9 0．8  6臥9   l．9   

HlO  

トE・    1ユrユ   

幽   

H15  

HlO   

配    脚   

H15  

酬  H15  

□あることを知っている  圏内容をある程度知っている  

臼内容をよく知っている  Ⅲ知らない  

□無回答  

53   



モルヒネの使用に当たって、有効性と副作用について患者にわかりやすく具体的に「説明  

できる」と回答した医師、看護職員は減少しており（医42％（45％）、看20％（25％）、介  

2％）、介護施設職員では59％が説明できないと回答している。  

問 あなたは、モルヒネの使用にあたって、有効性と副作用について、患者にわかりやす   

く具体的に説明することができますか。お考えに近いものをお選びください。   

（○は1つ）  問の番号 医師9－2 看護9－2 介護9－2  

61．0  13．9  3．9   

H15  

2．2  30．5  58．6  6．7   
l  

0％  20％  40％  60％  80％  

口説明できる  国多少は説明できる  巳説明できない  

mわからない  □その他・無回答  

54   



緩和ケア病棟においては、「WHO方式癌痔痛治療法」について、「内容をよく知っている」  

「内容をある程度知っている」医師、看護職員の割合（医92％、看88％）は、その他の病  

院・診療所等（医41％、看17％）に比べて多く、また、モルヒネの有効性と副作用につい  

て患者に分かりやすく具体的に「説明できる」医師、看護職員の割合（医97％、看76％）  

についても、その他の病院・診療所等（医40％、看17％）に比べて多くなっている。  

「WHO方式癌痔痛治療法」について、「内容をよく知っている」「内容をある程  

度知っている」医師、看護職員の割合  

モルヒネの有効性と副作用について患者に分かりやすく具体的に「説明できる」医師、  

看護職員の割合  

注1）「一般病床」には緩和ケア病棟が除かれている。「療養病床」には介護療養型医療施設が含まれてい  

る。  

注2）本調査は、平成15年2～3月に実施した調査であるため、「一般病床」「療養病床」には現行医療  

法のト一般病床」「療養病床」だけではなく、当時の医療法の「その他の病床（結核病床、精神病  

床及び感染症病床以外の病床）」も含まれている。  

55   



＜（10）終末期医療体制の充実＞  

終末期医療の普及のために充実していくべき点について、医師では、「在宅終末期医療が  

行える体制づくり」をあげる者が最も多く、次いで「患者、家族への相談体制の充実」、「医  

師・看護師等医療従事者や、介護施設職員に対する、卒前・卒後教育や障害研修の充実」  

をあげる者が多い（各々63％（48％）、59％（54％）、54％（63％））。看護職員では「在宅終  

末期医療が行える体制づくり」をあげる者が最も多く、次いで「患者、家族への相談体制  

の充実」、「緩和ケア病棟の設置と拡充」をあげるものが多い（各々76％（57％）、70％（69％）、  

59％（65％））。介護施設職員では「入所者、家族への相談体制の充実」、次いで「在宅終末  

期医療が行える体制づくり」、「医師・看護師等医療従事者や、介護施設職員に対する、卒  

前・卒複数育や生涯研修の充実」をあげる者が多くなっている（各々73％、69％、53％）。  

問 あなたは、終末期医療の普及に関し、どのようなことを充実していくべきだとお考え   

ですか。あなたのお考えに近いものをお選びください。（○はいくつでも）  

問の番号  医師18 看護18 介護18  

終末期医療従事者数の確保  

2．1弓 ‖  

戸8・6  

l  

n 1  

」  】   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

53．  

52．9  

l  l  



患者・入所者、家族への相談体制の充実  

】 F  

等速群書荘        塁雪道㌣－、こ、i▲箪ぷ  
「．いヾ．→＿▲～「ニモー  

l  】   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

在宅終末期医療が行える体制づくリ  

0サム  20％  40％  60％  80％  100％  

緩和ケア病棟の設置と拡充  

n   

き   

59．0  

こ－七デ士っこ－－・声1ト、・ナ∴‘Kや亘字㌻∵、∴毒三〉1亨こ－Jリ・  50．5   ±1一←rこ＝ム■・ノ卑し＝F｝有料■r・†∴－；ナ∴h・て〉ト、」こ・：一睾シ∴∵ニ11－ －‘三・－■・∴ニ：チ㌻ムー二＝や搭莞恒ニ領＿アブ≠∴二r了ユ一気，〕己＝「   

0サム  20％  40％  60％  80サム  100％  

57   



58   



肌  
i   

医師 看護  

L  

介護 

。   20％  40％  60％  80ウも  100ワも   

59   




